
令和8年度　最上地域在宅医療・介護連携拠点事業

日　　　 時

開催場所

講　　　 師

研修内容

参加人数

参加者職種
所属 人数 割合

ケアマネジャー 0 0.0%

介護福祉士 1 8.3%

生活相談員 0 0.0%

介護士 9 75.0%

社会福祉士 0 0.0%

看護師 1 8.3%

リハビリ 0 0.0%

その他 0 0.0%

無回答 1 8.3%

計 12 100%

１．研修会の内容について、いかがでしたか。
人数 割合

とても分かりやすかった 7 58%

分かりやすかった 5 42%
あまりわからなかった 0 0%

分からなかった 0 0%

その他 0 0%

無回答 0 0%

計 12 100%

≪とても役に立った、役に立った　　主な理由≫

  12名

この研修会は、『専門性を高めよう～介護現場で活かせる実践力』をテーマに、在宅・介護現場で働く方々の
知識・技術の向上を目指し開催しました。

出 張 研 修 会 報 告

グループホーム　大手町　和心

山形県立新庄病院　認知症看護認定看護師　青柳奈美子氏

令和8年10月14日（水）　　　１４時～１５時

「介護現場での認知症ケア～よりよいケアが笑顔を引き出す～」
・認知症の基礎知識（疾患・症状）
・認知症者と接する時のコミュニケーションの工夫
・認知症者の幸せは？

・認知症の基礎知識から、事例も聞きながら、普段の業務と重ね思い浮かべて研修が出来まし

　た。

・認知症という疾患やご本人から見えている世界について改めて理解を深めました。

・説明の流れ(順序)がとてもわかりやすかった。

アンケート回答状況：参加者  12名、回答者 12名（回答率 100％）
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２．今後の業務に活かせそうですか。
人数 割合

業務に活かせそう 9 75%

まあまあ活かせそう 3 25%

あまり活かせない 0 0%

活かせない 0 0%

無回答 0 0%

計 12 100%

≪業務に活かせそう、まあまあ活かせそう　　主な理由≫

3．どのような内容が印象に残っていますか。

・認知症者と介護職員の思いのすれ違いがあり、声掛けの工夫や穏やかに笑顔で対応する事で

　変わることを知り、今後に活かして行きたいと思いました。

・認知症の方への対応の心得。

・自分の態度が鏡のように本人の反応として返ってくるという事を、自分の今までの対応の仕

　方を思い返しながら聞く事ができた。

・自分の利用者との関わり方を見つめ直すきっかけになった。

・良いと思う所がとても多く、業務に活かしたい内容ばかりでした。

・相手の言葉や行動をすぐに否定せず、まずは背景にある思いや理由を推測することを大事に

　対応したいです。

・相手の方が落ち着かなかったりするには理由があったりするので、その方を知り理解しよう

　とすることが印象に残りました。自分ではダメな時はボイスチェンジしてもらうことが大切

　だと思いました。

・BPSDが強く出ている時の対処や、コミュニケーション能力を上げるための視点など、改めて

　学習することができ、今後に活かしたいと思います。
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